
学長記者懇談会資料 

１．事項名 

琉球大学同窓会創立 70周年記念事業への寄付金贈呈 

２．概要 

琉球大学同窓会は、今年 12月に創立 70周年を迎えます。これまで、琉球大学は同窓会から

多大なご支援をいただき、同窓会は本学の教育・研究活動を推進するうえで欠かせない存在と

なっています。今後も同窓会との協力関係は、琉球大学の発展にとって必要不可欠であると考

えています。 

同窓会の 70周年記念事業については、今年 2月にも学内に周知が行われ、募金等への協力

依頼がなされているところですが、このたび、同記念事業への支援をさらに推進するため、琉

球大学各部署の有志（琉球大学 OB職員）を通じて、琉球大学 OBの事務職員および技術職員を

中心に募金活動への協力を呼び掛けました。この取組を通して同窓会と大学の協力関係がより

緊密になり、ひいては社会で活躍する人材を育成するための先行投資に繋がるものと捉えてい

ます。 

取組の結果、以下のとおり多くの方々からご寄付をいただきましたので、ここに報告しま

す。 

（１）対 象 者：琉球大学事務職員および技術職員

（２）募金期間：令和 6年 7月 8日～7月 31日

（３）寄付者数：201名

（４）寄付総額：435,000円

（５）贈 呈 式：令和 6年 10月 30日



趣 意 書 
  
琉球大学同窓会（以下、同窓会という。）は、今年（2024 年）12月に創立 70 周年を迎えま

す。同窓会は、琉球大学の発展に寄与することを目的として 1954 年に発足し、これまで琉球大
学の教育研究活動を支えてきました。同窓会の主な活動実績を見ると、本学学生に対する経済
的支援・課外活動支援・就職支援・国際交流支援など、多岐にわたる支援を行っており、同窓
生あるいは本学職員として感謝の念に堪えません。 
 
この 70周年の節目に合わせ、同窓会では県内外の経済界、企業、行政、その他の分野で活躍

されている卒業生などに対し募金活動を行っています。既に同窓会からの趣意書が手元に届き
浄財を寄付された方も多くいるかと思います。 

このような中、同窓会の募金活動の一助となるべく、学内で有志を募り募金活動を積極的に
行うこととなりました。とりわけ琉球大学を卒業・修了（同窓生）した本学事務職員等は、次
のとおり本活動への理解をいただけるものと考えています。 

 
１．学生時代に琉球大学のキャンパスで青春を謳歌し、そして母校への就職を志した皆さん
は、誰よりも琉球大学愛が強いのではないでしょうか。 

２．同窓会による琉球大学への支援を自分ごとのように嬉しく思えるのではないでしょうか。 
３．大学業務を遂行する過程で、同窓会の存在意義をよく理解しているのではないでしょう
か。 
 
同窓会が盛り上がれば琉球大学が盛り上がる。この関係は表裏一体です。同窓会を支援する

ことは琉球大学を支援することと同じです。結果、琉球大学が発展し自ずと皆さんに還元され
ることになります。 
つきましては、本趣旨をご理解のうえ、下記のとおりご協力を賜りたくよろしくお願いいた

します。 

記 

対 象 者：① 琉球大学を卒業・修了（同窓生）した本学事務職員及び技術職員等 
      ② その他、寄付にご賛同いただける方 
期  間：令和６年 7月 8 日（月）～令和６年７月１9日（金） 
金  額：１口 1,000円（1 口以上のご協力をお願いします） 
募金方法：所属する部局の有志にお声かけください 
 

令和６年７月４日 有志一同 
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参考：琉球大学同窓会趣意書
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